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６月は「環境月間」 身近なエコをお客さまとともに 

｢イオン マイバッグ デザインコンテスト｣開催 
お客さまからマイバッグのデザインを募集、商品化します 

 

 

 

 イオンは６月の「環境月間」に合わせ、お客さまとともに取り組んでいる「買物袋持参

運動」の一環として、「イオン マイバッグ デザインコンテスト」を開催し、イオンで販売

するマイバッグのデザインをお客さまから募集します。 

 

 このたびの取り組みは、身近なエコ活動である、マイバッグを使ったお買い物スタイル

をより多くのお客さまに知っていただこうと開催するものです。「未来に残したい『自然』」

をテーマに、外部の有識者を含む審査委員会による厳正な審査のもと６月中にお寄せいた

だいたデザインから最優秀賞３点を選びます。最優秀賞のデザインは、「３Ｒ月間」の１０

月に「イオン」「ダイエー」「マックスバリュ」など全国のグループ約１,４００店舗で販売

する予定です。 

 また、副賞として、最優秀賞に選ばれた方を海外植樹ツアーなどイオンが主催する環境

保全・社会貢献活動のイベントへご招待します。 

 

 このほか、６月５日（木）より本州、四国、九州の「イオン」約３９０店舗で収益金の

一部をＷＷＦ※１に寄付する保冷機能付きエコバッグ（本体価格９０８円＜税込９８０円＞）の

販売もスタートします。生鮮商品のお持ち帰りの際、保冷が気になるこの時期にぴったり

のエコバッグは、買物かごサイズで袋づめの時間を節約できる便利な大きさです。 

 

 イオンは１９９１年に「買物袋持参運動」をスタートして以来、お客さまとともにレジ

袋の削減に取り組んでいます。２００７年には全国チェーンの小売業として初めてレジ袋

無料配布を中止し、現在、無料配布を中止している店舗は「イオン」をはじめとする全国

のグループ１,３４７店舗になります。また、多くのお客さまにご協力をいただきグループ

全店でのレジ袋辞退率は６７.８％と小売業界平均５０.５％※２を大きく上回っています。 

 

 イオンは、持続可能な社会の実現に向け、これからも地域のお客さまとともにさまざま

な環境保全活動に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 
※１ ＷＷＦ（World Wide Fund for Nature 世界自然保護基金）: 

人と自然が調和して生きられる未来を築くため、１９６１年にスイスで設立された１００カ国以上で活動している

地球環境保全団体です。現在は、森や海などの生物多様性を保全すること、自然資源の利用を持続可能なものにす

ること、地球温暖化を防ぐことに力を注いでいます。ＷＷＦは、「資源の持続可能な利用」を実現するにあたって、

木材、紙、植物油、水産物などの生産や調達を、環境保全や人権などに配慮した形に変革する取り組みを進めてい

ます. 

※２ ２０１４年３月現在。日本チェーンストア協会調べ。  



≪「イオン マイバッグ デザインコンテスト」概要≫ 
 

１．発表までの流れ：デザイン募集     ６月１日（日）～６月３０日（月）（環境月間） 

       優秀賞発表、マイバッグ発売 １０月（３Ｒ月間）予定 

       ※一部店舗で応募用紙の配布開始時期が異なる場合があります。             

２．応募方法：店頭で配布する応募用紙に描いたデザイン案を事務局宛に郵送 

       ◆配布店舗：全国約１,４００店舗 

総合スーパー「イオン」「ダイエー」 

             食品スーパー「マックスバリュ」「ピーコックストア」 

「ＫＯＨＹＯ」「グルメシティ」 

その他   「イオンスーパーセンター」「ザ・ビッグ」等 

※一部店舗で実施していない場合があります。 

       ◆応 募 先：〒536-8691 日本郵便株式会社大阪城東郵便局私書箱１２号 

「イオン マイバッグ デザインコンテスト」事務局 宛 

３．応募テーマ：未来に残したい「自然」 

４．部 門：小学生・中学生の部（最優秀賞１点、優秀賞１５点） 

       高校生・一般の部 （最優秀賞２点、優秀賞１５点） 

５．賞 品：最優秀賞 （１）デザインのマイバッグ商品化 

            （２）イオンが主催する海外の植樹ツアーなどへのご招待 

       優秀賞  １万円分のイオンギフトカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテストに関する問い合わせは「イオン マイバッグ デザインコンテスト」事務局 

（０１２０-１１２-６３２）までお願いします。 
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